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特別委員会活動報告

委
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野
　
和
生

　

世
界
中
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、

国
内
経
済
は
も
と
よ
り
、
緊
急
事

態
宣
言
の
発
令
と
自
粛
規
制
と
と
も

に
、
本
町
に
お
い
て
は
特
に
宿
泊
業

や
飲
食
店
な
ど
、
観
光
業
へ
の
影
響

が
顕
著
に
出
始
め
た
こ
と
か
ら
、
収

束
後
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
議
会

と
執
行
部
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
ま
た
、
こ

れ
は
本
町
の
重
点
施
策
の
一
つ
で
あ

る
「
定
住
対
策
」
に
も
悪
影
響
を
及

ぼ
す
深
刻
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
危
機
的
状
態
に
陥
っ
た
地
域
経

済
を
い
か
に
し
て
復
興
さ
せ
る
か
、

関
係
団
体
か
ら
も
意
見
を
伺
い
、
山

積
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す

る
地
域
の
活
性
化
と
経
済
対
策
に
関

し
て
は
、
国
策
と
は
別
に
町
独
自
の

　

米
軍
岩
国
基
地
が
存
在
し
、
米
軍

再
編
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
本
町
の

住
民
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
ど
の

よ
う
に
想
定
さ
れ
る
の
か
、
住
民
の

負
担
軽
減
と
安
心
安
全
を
ど
う
確

保
し
て
い
く
の
か
、
岩
国
基
地
関
連

の
対
策
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の

連
携
、
情
報
交
換
を
と
お
し
て
、
最

良
策
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
研

究
を
行
っ
た
。

　

空
母
艦
載
機
の
移
駐
が
完
了
し
た

の
ち
、
沖
合
移
設
後
と
移
設
計
画
時

の
騒
音
予
測
が
比
較
さ
れ
、
山
口
県

の
説
明
に
よ
る
と
、
評
価
は
２
段
階

に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
①
移
設
後
の

騒
音
は
予
測
し
た
範
囲
内
に
ほ
ぼ
お

さ
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
設
し

た
一
定
の
効
果
は
認
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
②
多
く
の
観
測
地
点
で

騒
音
が
増
加
し
、
特
に
、
基
地
周
辺

や
飛
行
ル
ー
ト
に
あ
た
る
三
蒲
と

浮
島
は
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
こ

き
め
細
や
か
な
対
策
が
必
然
と
求
め

ら
れ
、
喫
緊
の
対
策
と
し
て
は
、
子

育
て
世
帯
、
医
療
介
護
・
保
育
の
従

事
者
、
小
売
業
・
飲
食
業
・
宿
泊
業
、

そ
し
て
漁
業
関
係
に
重
点
を
お
い
た

支
援
を
急
ぐ
と
い
う
結
果
に
至
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。（
６
月
補
正
）

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
の

ち
、
感
染
拡
大
は
第
二
波
が
訪
れ
、

現
在
で
は
第
三
波
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
に
よ
る

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
は
、
避
け
て
は
通

れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
内
外
で
急
減
速
し
た
個

人
消
費
や
企
業
活
動
は
、
感
染
防
止

策
に
よ
り
大
き
な
制
約
を
受
け
、
雇

用
や
賃
金
の
面
も
含
め
、
宿
泊
・
飲

食
サ
ー
ビ
ス
業
、観
光
業
や
運
輸
業
等
、

各
方
面
に
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
。

　

感
染
防
止
策
の
徹
底
と
と
も
に
経

済
活
動
を
立
て
直
す
た
め
に
は
、
き

め
細
か
く
、
注
意
深
く
、
自
主
的
な

取
り
組
み
を
後
押
し
で
き
る
配
慮
が

必
要
で
あ
り
、
官
民
の
連
携
を
よ
り

強
固
な
も
の
と
し
、
今
後
も
引
き
続

き
、
短
期
的
な
対
策
と
同
時
に
、
中

長
期
的
に
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

の
こ
と
は
住
民
の
生
活
環
境
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
検
証
結

果
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
検
証
結
果
を
受
け
た
後
、
内

閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
国
の
関
係

行
政
庁
等
を
訪
問
し
、
空
母
艦
載
機

移
駐
後
の
状
況
を
踏
ま
え
た
「
騒
音

対
策
の
推
進
」
お
よ
び
「
地
域
振
興

策
の
確
実
な
る
実
施
」
に
つ
い
て
特

別
要
望
を
行
っ
た
。

　

住
民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与

え
て
い
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
騒

音
の
軽
減
対
策
と
調
査
体
制
の
充

実
、
地
域
振
興
策
や
安
心
安
全
対
策

等
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
や
関
係
市

町
と
連
携
し
、
今
後
も
継
続
的
に
強

く
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

沖
縄
県
北
大
東
島
沖
で
の
墜
落
事

故
、
四
国
沖
で
発
生
し
た
空
中
接
触

事
故
、
規
律
違
反
の
横
行
、
虚
偽
申

告
に
よ
る
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
移
動
な

ど
、
私
た
ち
に
極
め
て
大
き
な
不
安

を
抱
か
せ
る
実
態
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
米
軍
岩
国
基
地
が
存
在
す
る
限

り
、
地
域
住
民
の
負
担
軽
減
、
安
心

安
全
の
確
保
、
並
び
に
地
域
振
興
施

策
の
た
め
の
調
査
研
究
に
終
わ
り
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

岩
国
基
地
関
連
対
策
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